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中国四国広域がんプロ養成プログラム

‐チーム医療を担うがん専門医療人の育成‐

がんプロフェッショナル養成プログラム

• 大学院においてがん治療の専門家を養成する（大学院教
育の実質化）

• 全国どこでも等しく高いレベルのがん治療が受けられる
ようにする（がん治療の均てん化）

• チーム医療ができる人材の育成

• 県を越えた大学の連携を図る

• がん薬物療法、放射線治療、緩和医療の専門医の養成を
行う

• がん専門薬剤師、がん専門看護師、医学物理士の養成を
行う
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プログラムに必須の3つのコース

• がん医療に携わる専門医師養成コース
がん薬物療法、放射線治療、緩和医療の専門医

• がん医療に携わる専門のコメディカル養成
コース
がん専門薬剤師、がん専門看護師、医学物理士

• がん医療に携わる専門医師等の研修（インテ
ンシブ）コース

生涯教育によるがん治療の均てん化

中国・四国がんコンソーシアム

コンソーシアム協議会
（コーディネーター：各大学研究科長、がんセンター長等）

総合評価委員会広報委員会

・がん薬物療法専門医コースＷＧ

・放射線治療医コースＷＧ

・緩和療法医コースＷＧ

・腫瘍外科医コースＷＧ

・がん専門薬剤師コースＷＧ

・がん専門看護師コースＷＧ

・医学物理士コースＷＧ

・がん専門栄養士コースＷＧ

運営委員会

カリキュラム企画運営委員会
（各がん専門医療人養成コース責任者）

養成コース別
Advisory Board

役割
・臨床腫瘍学共通カリキュラム
・講習会企画立案
・多職種連携プラン
・ＦＤプログラム
・チーム医療プログラム

役割
・プログラム総合企画、構想立案
・大学間連携の推進と調整
・教育研修システム構築と評価
・がん拠点病院との連携推進策
・臨床研究推進
・広報活動（ＨＰ）
・財務管理（計画・執行・調整）

臨床治験推進センター連携病院長会議
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中国四国広域がんプロ養成コンソーシアム組織体制

コンソーシアム協議会（運営委員会）

愛媛大学 岡山大学 香川大学 川崎医大 高知大学 高知女子大学 山口大学 徳島大学

カリキュラム・ＦＤ企画運営委員会
内部評価委（各大学コーディネーター）

外部評価委員会

事務局
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がん診療連携拠点病院群

臨床治験推進センター

広報委員会

連携病院長会議

総合評価委員会

参加大学の特性、専門性を生かした大学院を軸に、メディカル、コメディカルのがん専門医療人養成コースを設定し、共通
カリキュラム[臨床腫瘍学]を必修させ、大学病院がんセンターでの演習（Cancer Board、外来化学療法センター、緩和ケア
チームなど）への参加を多職種によるチーム医療として役立てる。また、臨床研究方法を理解し実践できる人材を育成し、
地域でのがん診療の均てん化に役立てる。

参加大学の特性、専門性を生かした大学院を軸に、メディカル、コメディカルのがん専門医療人養成コースを設定し、共通
カリキュラム[臨床腫瘍学]を必修させ、大学病院がんセンターでの演習（Cancer Board、外来化学療法センター、緩和ケア
チームなど）への参加を多職種によるチーム医療として役立てる。また、臨床研究方法を理解し実践できる人材を育成し、
地域でのがん診療の均てん化に役立てる。

「チーム医療を担うがん専門医療人育成プラン」年度実施計画「チーム医療を担うがん専門医療人育成プラン」年度実施計画
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H19   H20 H21  H22      H23 H24

がん専門医療人の指導者養成プログラム
（Ｆaculty Ｄevelopment）

チームでの海外施設研修・コンソーシアムＦＤワークショップ

実践型がん専門医療人の養成プログラム
養成コース別の教育評価・達成度の検討と改善

コンソーシアム
連携準備期間

中間評価

がん専門医療人養成数

・協議会

最終評価

がん専門医療人養成コース
共通コアカリキュラム
評価基準・達成度判定基準
Advisory Board設置

・コース別
研修会

共通コアカリキュラム見直し
コース別の評価・達成度判定
改善策提案

・がんチーム医療
ワークショップ

プログラム総括
がんプロ養成システム化

・総合評価委員会

Ｈ２０ 養成された教育チーム
による教育の開始・展開

Ｈ２１ 単位交換の開始
Ｈ２０ 教員の相互乗り入れ開始

Ｈ２１ コンソーシアムの成果としての
緩和・在宅がん医療の展開

Ｈ２０ コンソーシアムによる治験の開始

Ｈ２０ 大学院コース入学開始
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岡山済生会病院

岡山赤十字病院

津山中央病院

倉敷中央病院

香川県立中央病院

三豊総合病院

香川労災病院

徳島県立中央病院

徳島赤十字病院

高知医療センター

済生会今治病院

住友別子病院

愛媛県立中央病院

岩国医療センター

徳山中央病院

山口県立総合医療センター

周東総合病院

市立下関中央病院

鳥取市民病院

広島市民病院 福山市民病院

山口県山口県

岡山県岡山県

香川県香川県

徳島県徳島県高知県高知県

愛媛県愛媛県

広島県広島県

鳥取県鳥取県

：コンソーシアム参加がん診療連携拠点病院

高松赤十字病院

兵庫県立淡路病院

姫路赤十字病院

兵庫県兵庫県

中国・四国全域に広がる拠点病院

国立がんセンター

がん研有明病院

四国がんセンター

組織的・効率的ながん治療の均てん化の実行組織

松山赤十字病院

中国・四国広域がん専門医療人養成プラン

国立がんセンター

癌研有明病院四国がんセンター
指導者養成プログラム

がんコンソーシアム

コメディカル
養成コース

専門医養成コース

大学院共通カリキュラム

臨床腫瘍学

インテンシブ
コース

岡山大学

山口大学

徳島大学

愛媛大学

香川大学

川崎医科
大学

高知女子
大学

高知大学

中国地域がん拠点病院 四国地域がん拠点病院

徳島県立中央病院、徳島日赤病院、
香川県立中央病院、高松日赤病院、香
川労災病院、三豊総合病院、愛媛県立
中央病院、松山赤十字病院、住友別子
病院、済生会今治病院、高知医療セン
ター、兵庫県立淡路病院

岡山済生会総合病院、岡山赤十字病
院、倉敷中央病院、津山中央病院、
岩国医療センター、徳山中央病院、
山口県立総合医療センター、周東総
合病院、下関市立中央病院、福山市
民病院、広島市民病院、姫路赤十字
病院、

教員相互乗り入れ e-ラーニング 単位互換性
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コンソーシアム内臨床腫瘍共通カリキュラム
がん薬物療法、放射線治療、緩和療法などの

共通科目の講義、演習の必修化、チーム医療の実習

大学院研究科
（医科学、薬科学、保健科学、栄養生命科学）

大学院入学

がん薬物療法
専門医療人

放射線治療
専門医療人

緩和療法
専門医療人

・腫瘍外科
専門医

・医学物理士
・がん専門
栄養士

・がん治療
認定医

・がん専門
薬剤師

・がん専門
看護師

学位取得

教育のためのカリキュラム作り

• 大学間で共通のカリキュラムを作る（高いレベ
ルでの均てん化を図る）

• 多職種間で共通のカリキュラムを作る（チーム
医療の実践）
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職種間におけるカリキュラム共有のイメージ

医師

薬剤師

看護師

学部教育に
おける共通
カリキュラム

大学院に
おける共通カ
リキュラム

卒後研修に
おける共通
カリキュラム

専門医養成
カリキュラム

専門薬剤師養成
カリキュラム

専門看護師養成
カリキュラム

大学院におけるカリキュラム共有イメージ

愛媛大学

岡山大学

香川大学

高知大学

川崎医科大学

大学共通カリキュラム 大学院共通カリキュラム 卒後教育共通カリキュラム

各大学におけるカリキュラム

各大学におけるカリキュラム

各大学におけるカリキュラム

各大学におけるカリキュラム

各大学におけるカリキュラム

高知女子大学

徳島大学

山口大学

各大学におけるカリキュラム

各大学におけるカリキュラム

各大学におけるカリキュラム
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大学院がん専門医療人養成コースと施設名

・がん薬物療法専門医コース

・放射線治療医コース

・緩和療法医コース

・腫瘍外科コース

・がん専門薬剤師コース

・がん専門看護師コース

・医学物理士コース

・がん専門栄養士コース
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がん専門医療人養成コース

コンソーシアムで養成するがん専門医療人（大学院）

岡
山

香
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徳
島

高
知

愛
媛

川
崎
医
大山

口

がん薬物療法専門医 21人/年

放射線治療医 7人/年

外科系腫瘍医 24人・年

緩和専門医 ６人/年

がん専門薬剤師 10人/年

がん専門看護師 10人/年

医学物理士 8人/年
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病院長

腫瘍センター（中央診療施設）
腫瘍センター運営委員会・プロトコール審査委員会
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その他の
外科系腫瘍ボード

中枢神経腫瘍
口腔腫瘍
頭頸部腫瘍

泌尿器科系腫瘍
婦人科系腫瘍
皮膚科腫瘍
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合
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神
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放
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線
科

腫
瘍
内
科

院内腫瘍センターとキャンサーボード
診療科と専攻を越えたチーム医療を目指して

教育・実践の場としての院内がんセンター
の設置

• キャンサーボードによる患者治療方針の決定

• キャンサーボードによる診療科を超えた診療（多科の参
加）

• キャンサーボードにおける多職種の参加・チーム医療の
実践

• 院内がん登録の一元化

• 治験の遂行


